
            近赤外線分光測定装置

測定したいｻﾝﾌﾟﾙに光を照射して光の強度の減衰量（吸光度）

を測定することにより、サンプルの厚みやサンプルに含まれる

素材の含有量を相対的に測定する装置です。

測定できる物

・プラスチック容器（積層構造、混合素材）

・プラスチックシート（積層構造）

・プラスチックシート＋（金属膜、ＤＬＣ膜など）

注）金属膜、ＤＬC膜は近赤外線を透過できること

用途

・品質検査用

・インライン用もあります

　　

近赤外線分光測定装置

製造・販売先
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１．どのようなｻﾝﾌﾟﾙの測定に適しているか
1-1　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系の素材でできている容器等の厚みや基本素材に混ぜた微量材質の含有率等を測定可能です。

例１　中間にﾊﾞﾘｱ層有り 例２　ﾊﾞﾘｱ材をﾌﾞﾚﾝﾄﾞしたもの

ﾊﾞﾘｱ層 ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ素材で生成

例３　外層に膜を形成したもの 例４　基本素材のみで生成したもの

整形膜 同一素材のみで
※内側でも良い 整形

　　

写真１　測定可能な容器の例 写真３　測定可能なﾌｨﾙﾑの例

※材質や形状等で測定できないものもあります。問い合わせやｻﾝﾌﾟﾙ測定
　　依頼等により確認をしてください。

1-2　ﾌｨﾙﾑ等の素材でできているｼｰﾄ等の厚みや基本素材に混ぜた微量材質の含有率等を測定可能です。
1-3　ｶﾞﾗｽ等に整形膜をつけたものの厚み測定をできるものがあります。

　 ※例は1-1項をに準ずる。



２．測定方法について

　　　大きく分けて、次の方式があります。

2-1　透過型測定方式１
・ｻﾝﾌﾟﾙの外側から投光して反対側でその光を受光する方式です。

投光側 受光側 長所：測定の構造がｼﾝﾌﾟﾙのため、ｲﾝﾗｲﾝ測定
　　　　等に適しています。
短所：ｻﾝﾌﾟﾙの両サイドから測定するので、投光側
　　　　と受光側のｻﾝﾌﾟﾙの厚み（なたは含有率）を
　　　　加算したものになります。

ｻﾝﾌﾟﾙ

2-2　透過測定方式２
・ｻﾝﾌﾟﾙの内側から投光して外側でその光を受光する方式です。

受光側 長所：ｻﾝﾌﾟﾙの測定結果がその測定ﾎﾟｲﾝﾄとなり
　　　　測定ﾃﾞｰﾀ精度が高くなる。
短所：投光をｻﾝﾌﾟﾙの内側からしなければならない

ｻﾝﾌﾟﾙ 　　　ので、高速測定を必要とするｲﾝﾗｲﾝ測定には
　　　難しい。

投光側

2-3　反射型測定
・ｻﾝﾌﾟﾙの外側から投光して帰ってきた反射光を測定する方式です。

受光側 長所：ｻﾝﾌﾟﾙの測定結果がその測定ﾎﾟｲﾝﾄとなり
　　　　測定ﾃﾞｰﾀ精度が高くなるが、受光量が大幅
　　　　に低下するたけ測定精度は落ちる。

投光側 　　　　ｲﾝﾗｲﾝ測定には向いています。
短所：受光量が透過型に比べてかなり低下する

ｻﾝﾌﾟﾙ 　　　ため測定のﾊﾞﾗﾂｷが大きくなる。

※ﾌｨﾙﾑｼｰﾄ等は1項または3項の測定方式になります。



３．実際に近赤外分光測定装置を使用した測定例

3-1　測定機種類
・近赤外分光測定上下軸手動移動型

最大1度単位で1回転360度を測定
高さ方向は手動で移動　・・・・指定した高さで1回転測定をします。

測定制御ＰＣ

測定機本体 写真４　上下軸手動型

・近赤外分光測定上下軸自動移動型
最大1度単位で1回転360度を測定
高さ方向は自動で移動　・・・・1回の測定で予め指定した高さで1回転測定を最大20か所測定します。

回転及び上下軸
制御測定機本体

近赤外分光計

写真５　上下軸自動型

投光用ﾊﾛｹﾞﾝ光源
測定制御用ＰＣ



3-2　実際の測定手順（上下軸自動機種で説明）

手順１：各電源"ON"
手順２：PC用近赤外分光測定機専用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを立ち上げ
手順３：測定機本体の”原点復帰”操作（写真7 ①）
手順４：測定ｻﾝﾌﾟﾙを挿入（写真6 ②）
手順５：”測定開始”ﾎﾞﾀﾝ（写真7 ③）を押して測定開始する
手順６：測定ｻﾝﾌﾟﾙを交換して手順５を繰り返す
手順７：全ｻﾝﾌﾟﾙの測定が終了したら測定ﾃﾞｰﾀを保存（写真7　④）して終了

②サンプル挿入口

写真６

測定機本体

④測定ﾃﾞｰﾀ保存ﾎﾞﾀﾝ

③測定開始ﾎﾞﾀﾝ
写真７ ①原点復帰ﾎﾞﾀﾝ
ＰＣ操作画面



3-3　ＰＣ画面の詳細な説明
3-3-1　測定前準備（初期設定）
　　　　　　設定確認や新規設計時は下の写真⑧”測定条件　設定/呼び出し”ﾎﾞﾀﾝを押すと初期設定画面

(EXCEL)が開きます。
主な設定は
・測定ﾎﾟｲﾝﾄの位置情報
・測定したいﾎﾟｲﾝﾄの設定
・測定結果の上下限判定値
・1回転測定総数（最大360）
・ｵﾌｾｯﾄ調整
・ｹﾞｲﾝ調整
・保存用ｻﾝﾌﾟﾙの名称
以上、ｼｰﾄ１
・ﾓｰﾀ速度
・測定波長
・平均化回数
以上、ｼｰﾄ２

確認後保存して閉じます。 写真⑧　初期設定操作画面



写真⑨　設定画面ｼｰﾄ１

写真⑩　設定画面ｼｰﾄ２

3-3-2　判定値表示および測定結果表示
・写真⑪-①　測定するポイントはﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽにﾁｪｯｸがあるﾎﾟｲﾝﾄのみ測定します。
・写真⑪-②　測定するポイントの上下限判定条件を表示します。
・写真⑪-③　測定結果がそのポイント全て範囲内のとき良品表示します。
・写真⑪-④　測定したﾎﾟｲﾝﾄの回転方向測定結果を測定箇所毎に表示します。
・写真⑪-⑤　測定ﾎﾟｲﾝﾄが全て設定範囲内のとき良品表示します。

① ② ③ ④

写真⑪　判定値表示および結果表示 ⑤



3-3-3　測定結果のグラフ化表示１
・写真⑫-①　ﾎﾟｲﾝﾄでの1回転測定終了後ｸﾞﾗﾌに表示します。

①測定ﾎﾟｲﾝﾄ1回転終了後ｸﾞﾗﾌ表示

写真⑫　測定ﾎﾟｲﾝﾄの結果をｸﾞﾗﾌ化と諸設定

3-3-4　測定結果のグラフ化表示２
・写真⑬-①　ﾎﾟｲﾝﾄでの1回転測定終了後前回表示したｴﾘｱの次にｸﾞﾗﾌに表示します。

①ポイント毎の測定値をｸﾞﾗﾌにしています。

写真⑬　測定ﾎﾟｲﾝﾄｸﾞﾗﾌ表示２


